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The purpose of this study was to examine whether a compassion-based psychological interven-
tion increased the social skills and satisfaction with school. Participants were 159 junior high 
school students, and the program involved four-session interventions with 50 minutes per 
session in a classroom setting. On the basis of cluster analysis of the pre-during-post scores of 
self-reported compassion for others, participants were divided into three groups: (a) decrease, (b) 
maintain high score, and (c) increase. The students whose compassion scores increased from low 
to high had multiplied commitment skill, which is a subscale of social skills, and increased 
total score of satisfaction with school after the intervention. The self-compassion score of that 
group also increased in the intervention season when compared to the students whose compas-
sion scores decreased. These results suggested that the students whose compassion scores 
increased had increased social skills, satisfaction with school, and self-compassion.
Keywords: compassion for others, self-compassion, social skills, adaptation for school,  
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を和らげようとする認識や動機に根差した人間の基
本的な性質であり，向社会的な行動を生じさせるも



































































































る修士課程大学院生 1 名の計 3 名によって検討され
た。作成された項目を中学生 9 名（中学 1 年生 8 名，














度が含まれており，Davis Interpersonal Reactivity 























































　内的整合性の検討のために Cronbach の α 係数を
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算出したところ，α の値は適切な範囲内であると考
えられた（第 1 因子 α＝.86，第 2 因子 α＝.77，第
3 因子 α＝.76）。なお，合計点を算出する際には第 1







































た 3 項目と第 2 因子の 5 項目を逆転項目とみなして
合算することとした。
　2．自己へのコンパッションを測定するために中学


































単位で行われ，週 1 回 50 分×4 セッションで構成さ
れていた。最初のアセスメントであるベースライン






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.66＊ 0.46 4.02＊ 0.12 0.97 0.99 0.88 0.62 0.97
群
F（2, 74）
2.18 0.81 5.02＊＊＊ 4.67＊
時期
F（2, 90）
2.53† 2.54† 0.11 0.20 0.77 0.29 0.48 0.72 0.36
時期
F（2, 73）
2.38† 11.15＊＊＊ 11.75＊＊＊ 6.05＊＊
群×時期
F（4, 180）
2.18† 0.13 0.93 1.46 1.24 1.01 0.92 2.55＊ 1.70
群×時期
F（4, 146）
2.31† 0.77 1.51 2.40†
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られるかを検討した。対象は中学校 1 年生の 4 学級 159
名であった。プログラムは学級単位で 1 回 50 分，合計 4
回にわたって行われた。介入前後のコンパッション合計
得点に基づくクラスター分析を行った結果，参加者は得
点の変化の傾向によって下降群，高得点保持群，上昇群
の 3 群に分類された。上昇群は社会的スキルの下位尺度
である積極的スキルが介入期間中に増加していた。自己
へのコンパッション得点に関しては，介入期間中に下降
群の得点が減少しているのに対して，上昇群は増加して
いることが示された。以上のことから，コンパッション
が促進された生徒は社会的スキルとセルフ・コンパッシ
ョンが向上することが示された。
キーワード：他者へのコンパッション，セルフ・コンパ
ッション，社会的スキル，学校適応感，中
学生
